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春の叙勲（消防功労）
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去
る
5
月
17
日
、
徳
島

県
議
会
臨
時
会
に
お
い
て
、

岡
本
富
治
氏
が
第
85
代
徳

島
県
議
会
議
長
に
就
任
さ

れ
ま
し
た
。

　

第
49
代
徳
島
県
議
会
議

長
の
唐
渡
昌
二
氏
以
来
、

約
半
世
紀
ぶ
り
、
勝
浦
町

で
２
人
目
の
県
議
会
議
長

で
あ
り
、
更
に
、
６
月
17
日
、

東
京
に
て
全
国
都
道
府
県

議
会
議
長
会
副
会
長
に
も

就
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
町
に
と
っ
て
誠
に
栄

誉
な
こ
と
で
あ
り
、
心
か

ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
の

ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し

ま
す
。
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︶
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第
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︵
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︶

　
　
　
　
　

第
85
代
徳
島
県
議
会
議
長

に
就
任
さ
れ
た

　

こ
の
た
び
、
春
の
叙
勲
に
元
勝
浦
町
消
防

団
長
の
西
野
菊
男
さ
ん
︵
石
原
︶
が
瑞
宝
単

光
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　

西
野
さ
ん
は
昭
和
47
年
に
勝
浦
町
消
防
団

第
9
分
団
に
入
団
以
来
、
31
年
間
の
永
き
に

わ
た
り
消
防
精
神
に
徹
し
、
消
防
・
防
災
の

中
核
と
し
て
の
役
割
を
自
ら
示
し
、
団
員
の

範
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
間
、

徳
島
県
消
防
協
会
理
事
な
ど
要
職
を
歴
任
さ

れ
、
消
防
功
労
者
と
し
て
数
々
の
表
彰
を
受

け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
受
章
は
、
こ
う
し
た
多
年
に
わ
た

る
活
動
と
、
数
々
の
功
績
が
認
め
ら
れ
た
も

の
で
す
。

　

西
野
さ
ん
の
永
年
の
消
防
防
災
活
動
に
感

謝
を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
今
回
の
受

章
に
対
し
、
心
か
ら
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

第
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長

全
国
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府
県
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会
議
長
会
副
会
長会
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第61回 社会を明るくする運動社会を明るくする運動社会を明るくする運動

　

６
月
28
日
㈫
、
勝
浦
町
役
場
に
お
い
て

委
嘱
式
が
行
わ
れ
、
下
村
幸
司
さ
ん
︵
与

川
内
︶
に
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

自
衛
官
募
集
相
談
員
と
は
、
自
衛
隊
の

人
的
基
盤
を
支
え
、
組
織
の
精
強
性
を
維

持
す
る
う
え
で
、
き
わ
め
て
重
要
で
あ
り
、

自
衛
官
募
集
に
際
し
、
情
報
提
供
並
び
に

広
報
活
動
等
を
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。

　

下
村
さ
ん
の
今
後
の
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

　

７
月
３
日
㈰
、
徳
島
大
学
長

井
長
義
映
像
評
伝
実
行
委
員
会

企
画
制
作
、
勝
浦
町
中
角
出
身
・

山
田
和
広
監
督
の
映
画
が
、
勝

浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

で
午
前
と
午
後
の
２
回
上
映
さ

れ
、
町
内
外
か
ら
３
３
８
人
の

観
客
が
訪
れ
ま
し
た
。
上
映
前

に
、
勝
浦
中
学
校
２
年
筒
井
順

也
く
ん
か
ら
山
田
監
督
に
花
束

贈
呈
と
監
督
の
お
話
、
上
映
後

に
監
督
か
ら
映
画
撮
影
時
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
な
ど
貴
重
な
お
話
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

勝
浦
町
で
映
画
﹁
こ
こ
ろ
ざ
し
﹂

を
上
映
す
る
実
行
委
員
会　
　

 

自
衛
官
募
集
相
談
員

下
村
幸
司
さ
ん
に
委
嘱

江田五月法務大臣のメッセージを
中田町長へ

　毎年７月をこの運動の強調月間として

をスローガンとして活動を推進しています。

また、

①犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支えよう。

②犯罪や非行に陥らないよう地域社会で支え

よう。

③これらの点について、地域社会の理解が得

られるように協力しよう。

　この３点を重点目標として実施してまいり

ました。安全で安心して暮らせる地域社会づ

くりはすべての人の願いです。地域の皆様方

のご理解とご支援、ご協力をお願いいたしま

す。　  
 小松島地区保護司会  上分区保護司会

〜犯罪や非行を防止し、
　　立ち直りを支える地域のチカラ〜

映
画﹁
こ
こ
ろ
ざ
し

ー

舎
密
を
愛
し
た
男
ー

﹂上
映

競
技
結
果

優　

勝　

６
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
（
与
川
内
・
坂
本
）

準
優
勝　

２
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
（
今
山
・
黒
岩
・
星
谷
）
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ミニ運動会

実施 !!

　

７
月
９
日
㈯
、
勝
浦
町
民
体
育

館
に
お
い
て
、
町
婦
人
ミ
ニ
運
動

会
が
開
催
さ
れ
、
暑
い
一
日
で
し

た
が
、
約
２
８
０
人
が
暑
さ
も
吹

き
飛
ば
し
女
性
パ
ワ
ー
を
発
揮
し

ま
し
た
。
今
回
は
15
支
部
を
６
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
、
競
技
型
を
取
り

入
れ
Ｋ—

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ
︵
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
︶
に
連
携
し
て
い

た
だ
き
、
ブ
ロ
ッ
ク
対
抗
戦
と
し

て
試
行
し
て
み
ま
し
た
。

　

い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
わ
か
ら

な
い
地
震
や
災
害
、
こ
う
し
た
各

団
体
や
地
区
の
連
携
に
よ
り
、
み

ん
な
が
﹁
共
助
﹂
で
き
る
の
だ
と

思
い
ま
す
。
競
技
型
は
す
ご
く
盛

り
上
が
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

勝
浦
町
婦
人
会
︵
日
赤
奉
仕
団
︶
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　徳島県がプロの音楽家で編成する「とくしま国民文化祭記念管弦楽団（通称・とくしま記念オーケス
トラ）」が来町します。
　プログラムとして、チャイコフスキー・バレエ音楽「くるみ割り人形」など演奏いただいたのち、佐藤真・
土の歌より「大地讃頌」などを『ひなの里かつうら合唱団』と共演くださいます。
　高い芸術性を持つオーケストラと共演する機会をいただき、合唱団メンバーも大変頑張っております。
町民の皆さまにも、このすばらしい演奏を楽しんでいただければと思います。ぜひ、ご来場ください。

を開催!!を開催!!

第2727回国民文化祭・とくしま回国民文化祭・とくしま20122012プレイベントプレイベント／第1414回徳島県民文化祭市町村連携コンサート回徳島県民文化祭市町村連携コンサート

♬日時：平成23年９月20日㈫　開場 18時30分　開演 19時
♬場所：勝浦町生比奈小学校体育館
♬出演：指揮／時 任 康 文
　　　　演奏／とくしま国民文化祭記念管弦楽団（とくしま記念オーケストラ）
　　　　共演／ひなの里かつうら合唱団
　　　 　　　  （勝浦中学校音楽部及び３年生、横瀬小学校６年生、生比奈小学校６年生
   　　　  　　　   コーラス「やまぼうし」、ＰＴＡ男性メンバー）
♬入場料：【全席自由】　一　般                  2,000円（当日 2,500円）
    　　　　　　　　　小・中・高校生　1,000円（当日 1,500円）
　 ※未就学児の同伴・入場はご遠慮ください。
　 ※座席に限りがありますので、チケットは、売り切れ次第終了とします。

♬チケット販売先：勝浦町教育委員会・勝浦町図書館
　　　　　　　　※チケットは８月1日㈪から販売します。

♬問い合わせ：勝浦町教育委員会 　☎0885（42）2515　 IP 050（3438）7148　 FAX 0885（42）4900

を開催!!

第27回国民文化祭・とくしま2012プレイベント／第14回徳島県民文化祭市町村連携コンサート

♪生比奈小学校６年生♪

♪横瀬小学校６年生♪

♪コーラス「やまぼうし」♪

♪勝浦中学校音楽部♪♪勝浦中学校音楽部♪
♪勝浦中学校３年生♪♪勝浦中学校３年生♪

♪ＰＴＡ男性メンバー♪

♪勝浦中学校音楽部♪
♪勝浦中学校３年生♪

ひなの里
かつうら
合 唱 団

まちかど散歩みち
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　４月15日から24日までの10日間、宮城県気仙沼
大島へ関西広域連合宮城チームの一員として支援活
動を行ってまいりました。
　勝浦町からは初めての派遣
ということで、大きな不安と
若干の好奇心で現地へ向かい
ました。気仙沼で見た光景は、
大型船が道路に横たわり、海
岸線のいたるところが火災の
ため焼失、また海岸から離れた高台の家までもが津
波でなぎ倒されるという想像しがたいものでした。
　震災から約一ヶ月、すでに島の電気は復旧してい
おりましたが、水道は災害対策本部の試験的通水の
みで各家庭や避難所では未復旧。我々が活動の中心
としていた大島小学校体育館には約160人の避難者
が生活をしていました。島の玄関である港は津波で
大破し、島民の足であるフェリーはまだ使えない状

態で、全国各地から送られてくる救援物資と、小さ
なボートが、島民の命をつないでいました。
　我々の現地活動は、全国から寄せられた救援物資
の品目・数量等を管理し、各自治会（13地区）に、
世帯割や人口割で平等に配給できるよう仕分けをし、
搬出するという作業で、現地ボランティアや徳島か
ら駆けつけたボランティアと一緒に従事しました。
　地区での配給は区長さんを中心とした自治会が行
っており、地域コミュニティーの大切さを改めて感
じました。
　この度の震災は、津波や原発の被害がクローズア
ップされていますが、勝浦町のような中山間地域に
おいても、地震・大雨等による大災害は予想されま
す。この震災を教訓にして
・・自分の安全は自分で守る。
・日頃から避難経路や避難場所の確認
・地域コミュニティーの大切さ
　明日・今日にでも発生するかもわからない自然災
害に今できる万全の準備をすることが必要です。
　みなさん再度チェックしましょう。

　関西広域連合宮城チーム第８陣として、５月６日から
15日までの10日間、宮城県気仙沼市大島へ支援活動に従
事してきました。横倒しになっている家、堤防に乗り上
げている大きな船、積み重なる車、ガレキの山。テレビ
で観ていた光景を実際に目の当たりにして、愕然としま
した。画面越しではとても伝わりきらなかった衝撃でした。
大島にある 13 地区に救援物資を平等に配分した数日間、
避難所の手伝いをしただけの自分には、被災した方々の
悲しみや辛さが分かったとはとても言えませんが、それ
でも、現地でたくさんの事を胸に刻んできました。
　気仙沼市役所の斎藤大島支所長から震災当日の話を聞
くことができました。地震が発生し津波が襲来、津波の
引き波によって本土から流れてきた火が大島を襲い、至
るとこで火事が発生したそうです。消火作業を行おうに
も水が無い状態、延焼を防ぐために山に通じる道の脇に
枯れ葉を集め、ミキサー車に積んだ水で、その枯れ葉に

水をかけていったそうです。また、震災発生後、本土と
の連絡方法は公用車の無線で行っていたそうです。聞く
こと全てがショックでした。行政として災害発生時の対
応は日頃からの意識向上、訓練が必要であると感じました。
　また、何人かの方から、「慣れない場所での寝泊まりは
大変でしょ」と逆に気遣いをいただいた時は、本当に恐
縮してしまいました。大島の皆さんは本当に明るく元気
に暮らされていました。どんな災害にあっても「心は財」
は壊せません。「大悪をこ（起）れば大善きたる」との言
葉もあるように、被災された皆さまが「変毒為薬」でき
ると信じています。
　今後、勝浦町においても、30年以内に起こるであろう
と推測される南海地震に対する対策を行うこととなりま
すが、その際には今回の経験を生かしていきたいと思い
ます。



　私たちは５月27日から６月５日のまでの間、関西
広域連合宮城チームの第11陣として、気仙沼市大島
で支援物資の搬入、仕分け、配給、在庫管理の業務
に従事してまいりました。
　現地の光景は先陣の方からの話を聞いたり、テレ
ビなどの映像から見てはいましたが、実際に現地に
到着すると、予想をはるかに超える惨状にただ驚く
ばかりでした。瓦礫が巨大な山のように積み上げら
れ、特に沿岸部においては大津波の凄まじさ、建物
が全壊半壊という状態であり、自然災害の恐ろしさ
をあらためて実感しました。
　震災から二ヶ月がたち、電気、水道ともに復旧し
ており、生活環境は少しずつ改善されているように
なってはきていますが、その一方で、大島に届けら
れる救援物資の量は少なくなり、仕分けをした翌朝
に各自治会の代表が物資の受け取りにやってきてお

りましたが、物資
の量が少ないため、
物資の配給が週に
１～２回と少なく
なりました。
　支援活動に参加
してまず感じたこ
とは、現地の方に
あいさつをすると、
必ず「ありがとう」「お疲れさま」と声を掛けてくれ
ます。大島の住民の皆さんのあたたかさがすごく印
象に残りました。
　今回私たちが行った業務は、全体からみたら本当
に微々たるものであると思います。ですが、一人ひ
とりの思いを積み重ねることで大きな力を生むこと
が分かりました。復旧・復興にはまだまだ時間を費
やすこととは思いますが、大島の地域の絆の強さが
あれば、早急な復興が実現できるものだと思います。
被災地の一日でも早い復興を心から願っております。

　関西広域連合宮城チーム第17陣として、
７月６日から15日までの10日間、宮城県の
大島で支援活動をしてまいりました。私た
ちのグループは、被災地の中で大島しか行
っていない配布会や仮設住宅が出来たすぐ
だったので住むために必要な物資の搬入な
どがメインの仕事でした。
　私が見た大島の光景は、半壊や山火事な
どがさまざまな場所で見られました。大切
な家族や友達、日常生活が一瞬にしてうば
われていました。このような地震が徳島で
も起こるのかと思うと怖かったです。
　今回の支援活動を通じて一番感じたこと
は、人々の温かさでした。大災害が起こっ
ても、みんなが手を取り合って、みんなで
乗り越えようとする姿がとても印象深かっ
た。最後に復興した大島を絶対に訪れたい。

　７月６日から15日まで行ってまいりました。今回の派遣で
は、大島の方々が明るく前向きなことに驚きました。しかし、
表面上は明るく見えても、家族や友人、知人を亡くしたり、
家が全半壊した人などが多数います。行政としては、そうい
った方々への細やかな支援が必要となってくると思います。
　今回の東北地方では、今後30年以内に巨大地震の発生する
確率が三陸沖北部で90％、宮城県沖では99％と言われてい
ました。にもかかわらず、多数の死者、行方不明者を出して
しまいました。本町においても、南海・東南海地震が今後30
年以内に発生する確率が60％と言われています。全町一斉防
災訓練の実施や町内の自主防災組織率が100％となるなど
様々な活動が行われていますが、果たしてこれで十分なの
か？今後の課題は山積みではないかと、現地へ行ってあらた
めて考えさせられました。まず、でき
ることからやってみようと思いました。
　最後に、大島の方々はみんな仲間で
す。何年後かに、もう一度大島へ行き
たいと思います。
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※70歳以上75歳未満の方（後期高齢者医療制度の被保険者以外）がいる場合、その方々との
総収入の合計額が520万円未満の場合は１割（要申請）

３割負担となる方

は保険証の定期更新月です
　現在、後期高齢者医療制度に加入されている方には、有効期限が「平成23年７月31日」
となっている濃いクリーム色の「後期高齢者医療被保険者証」を、１人に１枚お渡しして
います。
　７月中に総務税務課から、有効期限　平成24年７月31日と記載された新しい被保険
者証　　　　　　  をお届けします。
　平成23年８月１日から平成24年７月31日までの一部負担金の割合（１割又は３割）は、
平成22年中の所得に基づき、改めて判定します。
　８月１日以降は、古い被保険者証は使えませんので、受診の際は有効期限を確認し、
お間違えのないようご注意ください。       

　現在お持ちの「後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証」は、
有効期限が「平成23年７月31日となっています。
　平成23年度も住民税非課税世帯で、引き続き「後期高齢者限度額適用・
標準負担額減額認定証」を利用される方は更新が必要になります。６月に
徳島県後期高齢者医療広域連合事務局からお送りした認定申請のお知らせ
をご覧いただき、勝浦町役場総務税務課へ申請してください。  

後期高齢者医療被保険者証

有効期限  平成 24 年  ７月  31日

住民税課税所得 145万円以上 145万円以上の被保険者がいる
520万円未満は１割（要申請）

383万円以上は３割（※） 

世帯構成 被保険者が１人の場合

一部負担金の割合の判定方法について

１割負担となる方 同じ世帯の被保険者全員の住民税課税所得が145万円未満

後期高齢者医療限度額適用・標準負担額減額認定証（薄い紫色）をお持ちの方へ

8月

（みどり色）

平成24年７月31日 になっています。

新しい被保険者証の有効期限は

ご確認ください
!

情報アラカルト

■
問
い
合
わ
せ 

・
総
務
関
係　

☎︵
４
２
︶２
５
１
１

　
　
　
　
　
　

 

・
税
務
関
係　

☎︵
４
２
︶１
５
０
３  

IP
㈹
０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８

総
務
税
務
課

総収入の合計額
383万円未満は１割（要申請） 

520万円以上は３割  

被保険者が２人以上の場合
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平成23年度 勝浦町職員採用試験案内
　勝浦町では、次のとおり職員採用試験を実施します。受験を希望される方は、所定の申込用紙にて受付
期間内に勝浦町総務税務課までお申し込み下さい。

　なお、申込用紙の請求及び交付については申込受付初日から総務税務課で受付けます。

　郵便で申込用紙の請求をする場合は、封筒の表に「職員採用試験資料請求（試験区分○○○）」と朱書きし、
宛先き明記の120円切手を貼った返信用封筒（定型外A4サイズ）を必ず同封の上、ご請求ください。

　保険医療機関等において診療を受けようとするとき
には、必ずこの証をその窓口で渡してください。

※以下の欄に記入することにより、臓器提供に関する
意思を表示することができます。記入する場合は、
１から３までのいずれかの番号を○で囲んでください。

≪１又は２を選んだ方で、提供をしたくない臓器があれ
ば 、Xをつけてください。≫

【心臓 ・ 肺 ・ 肝臓 ・ 腎臓 ・ 膵臓 ・ 小腸 ・ 眼球】
〔特記欄:                                                      〕

１　私は、脳死後及び心臓が停止した死後のい
ずれでも、移植の為に臓器を提供します。
２　私は、心臓が停止した死後に限り、移植の
為に臓器を提供します。
３　私は、臓器を提供しません。

署名年月日:           年          月          日
本人署名(自筆)：
家族署名(自筆)：

注意事項

備考

臓器提供の意思表示にご協力ください
　新しい被保険者証(有効期限平成24年７月31日)の裏面に、臓器提供意思表示欄が設けられました。
これは、臓器移植に関する啓発や知識を深めるためです。臓器移植とは、病気や事故により臓器が機能しなく
なった方に他の方の健康な臓器を移植し、機能を回復させる医療です。
　臓器提供の意思表示は自分の意思で決めることができます。また、意思表示欄記入後も意思の変更ができま
す。臓器提供についてよく考え、家族と話し合い、意思表示欄の記入にご協力ください。   
       

　自分の意思に合う番号を１～３までの中からひとつ
選んで○をしてください。

◆提供したくない臓器の選択
　１又は２を選んだ方で、提供したくない臓器があれ
ば、その臓器に　をつけてください。なお、提供でき
る臓器は以下のとおりです。
脳死後：心臓・肺・肝臓・腎臓・膵臓・小腸・眼球
心臓が停止した死後：腎臓・膵臓・眼球
◆特記欄への記載について
　１又は２を選んだ方で、皮膚、心臓弁、血管、骨な
どの組織も提供してもいい方は、「すべて」あるいは「皮
膚」「心臓弁」「血管」「骨」などと記入できます。

◆本人署名・家族署名について   
　本人の署名及び署名年月日を自筆で記入してくださ
い。また、家族署名欄には、この意思表欄の記入を知
っている家族が、その確認のために署名してください
（家族署名欄の署名がなくても意思表示は有効です）。 

※臓器提供意思表示欄記入後に、「個人情報保護シール」をはり付けることにより、記入内容を
他の人に知られないようにすることができます。このシールは被保険者証同封パンフレット
「臓器提供の意思表示にご協力ください」に付いています。
※記入する場合は、ボールペン等の消えないペンを使用してください。

◆自分の意思に合う番号を選択

×

※平成24年春の国家試験により免許を取得する見込みで採用試験を受験する者は、免許を取得した
段階での採用となります。

昭和57年４月２日以降
に生まれた者で、管理
栄養士免許を有する者
又は平成24年春の国
家試験により当該免許
を取得する見込みの者。

昭和51年４月２日以降
に生まれた者で、看護
師免許を有する者又は
平成24年春の国家試
験により当該免許を取
得する見込みの者。

昭和57年４月２日以降
に生まれた者で、保健
師免許を有する者又は
平成24年春の国家試
験により当該免許を取
得する見込みの者。

昭和50年４月
２日から平成２
年４月１日まで
に生まれた者。

平成23年７月25日②～平成23年８月８日②  時間：午前８時30分～午後５時15分（土・日曜日は除く）

試験区分

受験資格

採用予定人数

試験日 試験場

受付期間

１名 ２名程度 １名程度 １名

徳島大学総合科学部平成23年９月18日①  （第１次試験）

管理栄養士 看護師 保健師 一般事務
（大学卒業程度）

infomation
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町内に事業所を有する法人又はその団体。（個人は応募できません。）
詳しくは、各施設の募集要項をご覧ください。

平成24年４月１日から平成27年３月31日まで（３年間）  
平成23年８月１日から各施設担当課、及びホームページにて配布します。
平成23年８月１日～８月８日
平成23年８月10日～８月12日の間
＊詳しい日時は各施設担当課にお問い合わせください。
＊現地説明会にはできる限り参加してください。
平成23年９月１日～９月12日

申し込み・お問い合わせは各施設担当課までお願いします。
資料配布・受付・お問い合わせについては、各期間の土、日曜日及び祝日を除く午前９時～午前12時、午後１時～午後５時です。

名　称 所 在 地 申込・お問い合せ

勝浦町農村環境改善センター 勝浦町大字三溪字古川３番地の 2
産業建設課
☎42-1505

①
勝浦町農村婦人の家 勝浦町大字中角字豊田８番地の 1②
勝浦町ライスセンター 勝浦町大字棚野字山田 33番地③
勝浦町子育て交流支援センター 勝浦町大字沼江字一楽 39番地 福　祉　課

☎42-1502
④
勝浦町住民福祉センター 勝浦町大字久国字久保田３番地 1⑤

勝浦町民体育館 勝浦町大字三溪字古川１番地 1 教育委員会
42-2515⑥

■公募施設

■申込資格

■指定期間
■募集要項の公開・配布

■現地説明会の受付
■現地説明会

■申請書類の受付

勝浦町公共施設の指定管理者募集勝浦町公共施設の指定管理者募集勝浦町公共施設の指定管理者募集勝浦町公共施設の指定管理者募集勝浦町公共施設の指定管理者募集

モ
ラ
ロ
ジ
ー
生
涯
学
習

セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

・・・

　

㈶
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
主
催
の
モ
ラ
ロ

ジ
ー
生
涯
学
習
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

・
日
時　

９
月
14
日
㈬
〜
16
日
㈮

　
　
　
　

午
後
７
時
〜
９
時
30
分

・
場
所　

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

・
テ

ー

マ　
﹁
心
新
た
に
生
き
る
﹂

・
講
師　

㈶
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所
社
会

　
　
　
　

教
育
講
師　

田
中 

源
四
郎

　
　
　
　

加
藤  

千
恵

・
参
加
費　

一
般　

２，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

学
生　

１，
０
０
０
円

　
　
　
　
　

家
族
割
引
︵
２
人
目
か
ら
は

　
　
　
　
　

１，
０
０
０
円
︶

・
テ
キ
ス
ト　
﹁
心
新
た
に
生
き
る
﹂

　

会
場
に
て
無
料
で
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

・
申
込
先　

勝
浦
モ
ラ
ロ
ジ
ー
事
務
所

　

朔  

章
一  

方
︵
三
渓
︶

　

☎︵
４
２
︶３
９
０
２
・︵
４
２
︶２
８
４
０

・
主
催　

㈶
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
所

・
後
援　

文
部
科
学
省

　
　
　
　

徳
島
県
教
育
委
員
会

　
　
　
　

勝
浦
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　

上
勝
町
教
育
委
員
会

　

講
師
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
ジ
ョ
ナ
サ

ン
・
マ
ッ
ク
ナ
マ
ラ
さ
ん
が
英
会
話
の
指

導
に
あ
た
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
９
月
２
日

⑥
ま
で
に
教
育
委
員
会
へ
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

・
開
講
期
間

　

平
成
23
年
９
月
か
ら
約
１
年
間

　

毎
週
水
曜
日︵
祝
日
、年
末
年
始
を
除
く
︶

・
コ

ー

ス

☆
初
級
コ
ー
ス

　

午
後
７
時
〜
８
時

☆
中
級
コ
ー
ス

　

午
後
８
時
10
分
〜
９
時
10
分

・
場
所　

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

１
階　

研
修
室

・
受
講
料　
　

無
料

・
募
集
人
数　

各
コ
ー
ス 

25
人

　

︵
募
集
人
数
に
達
し
次
第
締
め
切
り
ま
す
︶

・
対
象
者

　

町
内
に
在
住
さ
れ
て
い
る
方
ま
た
は
勤

務
す
る
15
歳
以
上
の
方
で
、
年
間
を
通
じ

て
受
講
で
き
る
方
︵
学
生
の
方
は
受
講
で

き
ま
せ
ん
︶

☆
開
講
式　

・
日
時　

９
月
14
日
㈬ 

午
後
７
時
30
分
〜

・
場
所　

勝
浦
町
図
書
館
２
階 

視
聴
覚
室

・・・

英
会
話
教
室
受
講
生
募
集
！

情報アラカルト

教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

　

☎︵
４
２
︶２
５
１
５

　

IP
㈹
０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８　
　

■
問
い
合
わ
せ 

・
総
務
関
係　

☎︵
４
２
︶２
５
１
１

・
税
務
関
係　

☎︵
４
２
︶１
５
０
３

  

IP
㈹
０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８

総
務
税
務
課
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勝浦町公共施設の指定管理者募集勝浦町公共施設の指定管理者募集
児
童
扶
養
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
る
方
へ

　

毎
年
８
月
は
、
児
童
扶
養
手
当
現
況
届

の
提
出
時
期
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
届

の
提
出
が
な
け
れ
ば
、
８
月
以
降
の
手
当

は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
忘
れ
ず
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
提
出
時
期

　

８
月
26
日
㈮
ま
で

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

︵
土
日
祝
日
は
除
き
ま
す
。︶

・
提
出
場
所

　

役
場
福
祉
課

・
持
参
す
る
も
の

・
現
況
届

・
児
童
扶
養
手
当
証
書
︵
全
部
支
給
停　

　

止
の
方
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。︶

・
印
鑑

・
世
帯
全
員
の
住
民
票

・
そ
の
他
必
要
書
類

❖
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
又
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
な

い
児
童
が
育
成
さ
れ
る
家
庭
の
生
活
の
安

定
と
自
立
の
促
進
に
寄
与
し
、
児
童
の
福

祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

支
給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

❖
手
当
の
対
象
と
な
る
児
童

・
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

・
父
又
は
母
が
政
令
で
定
め
る
障
害
の
あ

る
児
童

・
父
又
は
母
が
生
死
不
明
な
児
童

・
父
又
は
母
が
１
年
以
上
遺
棄
し
て
い
る

児
童

・
父
又
は
母
が
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い

る
児
童

・
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
生
ま
れ
た
児
童

　

手
当
の
支
給
は
児
童
が
18
歳
に
達
し
た

年
度
末
ま
で
で
す
。
た
だ
し
、
老
齢
年
金
・

遺
族
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
を
受
け
ら
れ

る
方
に
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。
手
当
額
は
、

監
護
・
養
育
す
る
児
童
の
数
や
、
生
計
を

同
じ
く
し
て
い
る
方
の
所
得
に
よ
っ
て
決

ま
り
、
手
当
額
の
一
部
又
は
全
部
が
停
止

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

受
給
さ
れ
て
い
な
い
方
で
該
当
す
る
と

思
わ
れ
る
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・・・・・・・・・

・・・・・・・・

　

心
身
の
発
育
や
発
達
な
ど
に
関
す
る
相

談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

・
日
時　

８
月
18
日 

㈭ 
 

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

・
場
所　

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

小
松
島
療
育
セ
ン
タ
ー
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

・
予
約
・
申
し
込
み　

　

福
祉
課  

保
健
師　

８
月
5
日
㈮
ま
で

※

予
約
が
な
い
方
は
、 

当
日
受
け
る
こ
と

　

が
で
き
ま
せ
ん
。

〜
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜

　

勝
浦
町
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
自
立

し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
相
談

事
業
者
に
委
託
し
相
談
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
が
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
か
、
生
活
す
る
上

で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

︽
相
談
支
援
委
託
先
︾

　

社
会
福
祉
法
人　

悠
林
舎　

シ
ー
ズ

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
８
４︵
２
４
︶３
３
６
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
８
４︵
２
３
︶０
２
６
３

　

メ
ー
ル  a

n
a
n

＠seed
s.o

r.jp

　

そ
の
ほ
か
、
障
害
者
当
事
者
団
体 

︵
県

身
体
障
害
者
連
合
会
・
県
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
・
県
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会
︶ 

が 

﹃
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
﹄ 

を
開
設

し
て
い
ま
す
。 

障
害
種
別
で
相
談
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

※

ど
ち
ら
の
相
談
も
無
料
で
す
。 

　

※

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
り
ま
す
。

子
ど
も
の
発
達
相
談
に
つ
い
て

障
害
者
相
談
支
援
事
業

精神障害者 知的障害者 身体障害者 障害
種別

月・水・金
９時~15時 月~金　９時~17時

徳島県立総合福
祉センター１階 徳島県立障害者交流プラザ３階

k
e
n
sin

re
n

  @
k
o
u
ry

u
-p

la
z
a
.jp

to
k
u
-ik

u
se

ik
a
i

  @
k
o
u
ry

u
-p

la
z
a
.jp

携帯 FAX TEL メール FAX TEL メール FAX TEL

０
８
８︵
６
３
１
︶６
２
４
０

０
８
８︵
６
３
１
︶６
２
１
１

０
８
８︵
６
３
１
︶２
７
２
０

０
８
８︵
６
３
１
︶２
７
１
９

０
９
０︵
５
１
４
２
︶０
３
６
８

０
８
８︵
６
５
４
︶６
６
１
０

０
８
８︵
６
５
４
︶６
６
１
０

日
時

場
所

相　

談　

窓　

口

infomation

福

祉

課

■
問
い
合
わ
せ

　

☎︵
４
２
︶１
５
０
２

　

IP
㈹
０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８　
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徳
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で
は
、

子
育
て
支
援
事
業
と
し
て
、
勝
浦
町

”ふ

れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と
”
に
お
い
て
自
然

の
学
校
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
を
、
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
徳
島
県
母
子
寡
婦
福

祉
連
合
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

・
目
的　

子
育
て
中
の
親
子
が
集
い
、
自

然
体
験
や
、
仲
間
と
の
交
流
を
通
し

て
、
親
子
の
絆
を
深
め
、
子
育
て
の
悩

み
を
軽
減
し
、
子
育
て
の
楽
し
さ
を
再

発
見
す
る
。

・
対
象　

子
育
て
中
の
親
子
︵
３
歳
〜

　

小
学
６
年
生
以
下
︶
40
組

　

︵
申
込
多
数
の
場
合
は
、
ひ
と
り
親
家

　

庭
を
優
先
し
ま
す
。︶

・
日
時　

10
月
10
日
㈷

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

・
場
所　

勝
浦
郡
勝
浦
町
坂
本

　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と

・
集
合
場
所　

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と

　

10
時
︵※

送
迎
バ
ス
も
あ
り
ま
す
︶

・
内
容　

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

　
　
　
　

竹
細
工
︵
水
て
っ
ぽ
う
︶

・
参
加
費　

１
名
に
つ
き　

５
０
０
円

・
申
込
締
切　

９
月
26
日
㈪

・
申
し
込
み
先
︵
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー

　

ル
・
手
紙
Ｏ
Ｋ
で
す
︶

㈶
徳
島
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

〒
７
７
０—

０
９
４
３

徳
島
市
中
昭
和
町
１
丁
目
２
番
地

徳
島
県
立
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
Ｆ

☎
０
８
８︵
６
５
４
︶７
４
１
８

FAX
０
８
８︵
６
５
４
︶７
４
１
４

メ
ー
ル b

o
s
h
i-0

4
@

s
o
n

g
.o

c
n

.n
e
.jp

　

徳
島
県
で
は
木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
推

進
す
る
た
め
に
、
平
成
２
３
年
度
６
月
補

正
予
算
で
﹁
住
ま
い
の
安
全
・
安
心
な
リ

フ
ォ
ー
ム
支
援
事
業
﹂
を
創
設
し
ま
し
た
。

事
業
の
対
象
と
な
る
の
は
、
市
町
村
が
実

施
し
た
﹁
耐
震
診
断
﹂
で
評
点
が
１．
０

未
満
と
な
っ
た
住
宅
で
す
。

　

そ
の
住
宅
で
実
施
す
る
﹁
耐
震
工
事
﹂

と
﹁
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
﹂
が
支
援
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

　

補
助
金
の
上
限
額
は
補
助
対
象
経
費
の

１
／
２
で
40
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

第
１
回
目
の
募
集
期
間
は
平
成
23
年
９

月
30
日
ま
で
で
す
。

・
問
い
合
わ
せ

　

徳
島
県
県
土
整
備
部
住
宅
課

　

耐
震
化
・
木
造
住
宅
担
当 

　

☎
０
８
８︵
６
２
１
︶２
５
９
４

お
盆
の
お
休
み
に
つ
い
て

✴
ご
み
・
資
源
ご
み
収
集
業
務

休
業
期
間　

８
月
14
日
㈰
〜
16
日
㈫

ご
迷
惑
を
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課　

 

☎︵
４
２
︶１
５
０
１

　

IP 

０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８

✴
し
尿
収
集
業
務

休
業
期
間　

８
月
11
日
㈭
午
後
〜
17
日
㈬

18
日
㈭
か
ら
は
通
常
営
業
し
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ

　
毎
日
衛
生
㈲　

 

☎︵
４
２
︶２
１
３
９

✴
勝
浦
町
民
体
育
館

休
館
期
間　

８
月
14
日
㈰
〜
16
日
㈫

全
館
業
務
を
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

 

☎︵
４
２
︶２
５
１
５

　

IP 

０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８

　

Ｋ—

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ   

☎︵
４
２
︶３
６
７
１

　

IP 

０
５
０︵
３
４
３
８
︶８
３
０
５

✴
勝
浦
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

休
館
期
間　

８
月
13
日
㈯
〜
16
日
㈫

全
館
業
務
を
お
休
み
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ

　

産
業
建
設
課    

☎︵
４
２
︶１
５
０
５

　

IP 

０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８

　

Ｋ—

Ｆ
ｒ
ｉ
ｅ
ｎ
ｄ
ｓ   

☎︵
４
２
︶３
３
０
０

　

IP 

０
５
０︵
３
４
３
８
︶９
９
３
０

　

昨
年
11
月
、
み
か
ん
の
皮
む
き
な
ど
で

話
題
と
な
っ
た
﹁
か
つ
う
ら
元
気
市
﹂
を

今
年
も
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
軽
ト
ラ
ッ

ク
市
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
内

容
に
つ
い
て
は
、
順
次
広
報
紙
や
Ｈ
Ｐ
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
場
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

・
日
時　

平
成
23
年
11
月
20
日
㈰

　
　
　
　

午
前
９
時
〜
午
後
２
時
︵
予
定
︶

　
　
　
　

※

小
雨
決
行

・
場
所　

道
の
駅
ひ
な
の
里
か
つ
う
ら

　
　
　
　
（
生
名
）
周
辺

・
ブ
ロ
グ　

http://am
eblo.jp/genkiichi/

・
問
い
合
わ
せ　

　

か
つ
う
ら
元
気
市
運
営
協
議
会
事
務
局

　

勝
浦
町
産
業
建
設
課　

笠
松
、
北
峰

産
業
建
設
課

■
問
い
合
わ
せ

・
産
業
関
係　

☎
︵
４
２
︶１
５
０
５

・
建
設
関
係　

☎
︵
４
２
︶１
５
０
６

　

IP
㈹
０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８　
　

お

知
ら
せ

子
育
て
支
援
事
業 

自
然
の
学
校
と

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大
会
に
つ
い
て

か
つ
う
ら
元
気
市

開
催
日
決
定

﹁
住
ま
い
の
安
全
・
安
心
な
リ
フ

ォ
ー
ム
支
援
事
業
﹂の
開
始
に
つ
い
て 

情報アラカルト



◆日時　毎週火曜日　午前10時30分～11時30分
◆場所　こどものひろば（沼江）
◆対象者　0～5歳児（家庭で保育されている子ども
　　　　と保護者）並びに妊婦さん

　子育てサークル「はぐくみクラブ」の８月の
行事をお知らせします。お母さん同士の交流を
広げ、親も子供も気軽に楽しめるサークルです。
　一度遊びにきませんか。

《活動報告》

◆行事
　予定

親子ヨガ
（動きやすい服装で。バスタオルと
 飲み物を用意してください。）

９日㈫

みずあそび２日㈫

休み16日㈫
８月のお誕生会・読み聞かせ23日㈫
シャボン玉30日㈫

◆時　間　午前10時～11時30分
◆場　所　勝浦みかん保育園
　　　　　☎42-2246 
◆対象者　０歳～５歳
　　　　　（家庭で保育されている　
　　　    　子どもと保護者） 

 子育てサロン 予定 

　勝浦みかん保育園では、子育てに関する
相談を行っています。
　気軽にご相談ください。  
◆相談時間　平日８時30分～17時30分
◆場　所　勝浦みかん保育園 
◆内　容　乳幼児に関する来所相談・電話相談

10日

３日

☆身体測定　看護師による発育・健康相談
☆シールで遊びましょう

☆水あそびをしましょう（シャワー・しゃぼん玉）

17日 ☆８月生まれの誕生会

24日 ☆室内外で遊ぼう
☆クレヨンで遊びましょう

８月

※２4日の子育てサロン「こあら組」は勝浦こすもす保育園
　で行います。
※園庭開放は毎日９時30分～15時30分までしています。

■こどものひろば　　☎（44）2026　IP 050（3438）9813  
　　　　　　　　　　URL  http://blog.goo.ne.jp/hagukumi_2006問い合わせ・申し込み先

❊こどものひろばからのお知らせ❊
８月14日㈰はお休みさせていただきます。　15日も月曜日のためお休みとなります。
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「付加保険料」の納付もおすすめです!
　月額400円の付加保険料を納付すると、将来の老齢基礎年金に付加年金が加わります。

付加年金は「200円×納付月数」で計算されます。

　付加保険料の納付のお申込みは、市区町村の窓口又はお近くの年金事務所へお願いいた

します。後日、年金事務所から納付書をお送りいたします。

　なお、付加保険料の納付は、お申込みいただいた月分からとなり、定額保険料（月額

15,020円）を納付していただくことが条件となります。また、国民年金基金へ加入されて

いる方は付加保険料を納付していただくことはできません。

・20歳から60歳になるまで（加入可能年数40年）、保険料をすべて納めて
満額の788,900円（年額）を受給できます。
未納や免除の期間があるときは、次の計算式で計算した額となります。

・付加保険料を納めた期間がある場合は、次の額が老齢基礎年金に加算されます。

老齢基礎年金

200円×付加保険料納付月数

788,900円

保険料納付済月数＋４分の１免除月数×７/８＋

半額免除月数×６/８＋４分の３免除月数×５/８＋

全額免除月数×１/２

480月（加入可能年数）

２年以上受給すると、支払った付加保険料以上の
付加年金が受け取れますので、お得です。

　８月１日以降の新しい国民健康保険被保険者証と後期高齢者医療被保険者証等を

７月下旬に発送しております。

　世帯主様あてに郵送（簡易書留）でお送りしましたので、必ずご確認ください。

　なお、被保険者の方で異動（出生・死亡・転入・転出・他の健康保険加入等）が

あった場合は、保険証と印鑑をご持参のうえ、役場窓口にて手続きをしてください。

・勝浦町国民健康保険被保険者証 ……………… さくら色

・勝浦町国民健康保険退職被保険者証 ………… うすい青色

・後期高齢者医療被保険者証 …………………… 黄緑色 等です。

被保険者証等被保険者証等をご確認くださいご確認ください被保険者証等被保険者証等をご確認くださいご確認ください被保険者証等をご確認ください

国 医 費保 療と

国民年金

保険料の

 納付は
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★月末が休日の場合は、翌営業日が引落日となります。

★原則として、初めて口座振替（当月末振替）を申し込まれた方の初回は、前月分（割引なし）と当
月分（50円割引）の２ヶ月分の保険料を引落しとさせていただきます。その後は当月分（50円割引）
の１ヶ月分の引落しとなります。

★原則として、初めて口座振替で１年度分の前納を申し込まれた方は13ヶ月分（３月分＋４月分～翌
年３月分）を、６ヶ月分の前納を申し込まれた方は７ヶ月分（（３月分＋４月分～９月分）又は（９
月分＋10月分～翌年３月分））の保険料を引落しさせていただきますので残高不足にご注意ください。

★口座振替が開始されるまで、お申し込み後２ヶ月程度かかります。お申し込みはお早めに。

※ご質問・お問い合わせについては、お近くの年金事務所まで、お問い合わせください。

・

・

・

・

・

被保険者証等をご確認ください被保険者証等をご確認ください

12月

　国民年金に加入している第１号被保険者（自営業・学生等）が納める保険料は、月額

　　　　円です。送付される納付書にもとづき、毎月納めに行くこともできますが、「口

座振替」にしたり、まとめて納める「前納」にしたりすると、保険料が割引されます。

割引を受けるには、「現金前納」・「口座当月末納付」・「口座前納」があります。

割引制度はご存知ですか？

「口座振替」 が“便利”で“お得”です!

15,020円
毎月分保険料

90,120円
６ヶ月毎月納付すると 89,390円

４月～9月分
730円割引

177,040円４月～翌年３月分

3,200円割引

89,390円
10月～翌年３月分
730円割引

4月末までに納付

4月末まで
に納付

10月末までに納付

・４月分～９月分は４月末★に一括引落
・10月分～３月分は10月末★に一括引落

６月

89,100円６ヶ月分保険料
（口座振替前納）

1,020円割引
６月

180,240円
12ヶ月毎月納付すると

現
金
に
よ
る
前
納

15,020円
毎月分保険料

90,120円
６ヶ月毎月納付すると

180,240円
12ヶ月毎月納付すると

14,970円
当月末納付
50円割引

176,460円４月～翌年３月分1年分保険料
（口座振替前納）

3,780円割引

当月末★
引落

４月末★に一括引落

早割

12月

口
座
振
替
に
よ
る
前
納

８月中に申請すると、
10月からの６ヶ月前納に

間に合います。

来年２月中
に申請して
ください。

国民年金国民年金

保険料の保険料の

 納付は 納付は

国民年金

保険料の

 納付は

15,020
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８月の保健行事
〈 問い合わせ 〉 福祉課 保健師
☎（42）1502   IP㈹050（3438）7148

内　　容 受付時間 場　所 持参するもの日 曜 対  象  者

勝浦病院勝浦病院

☎42-2555　42-2555　

IPIP050-3438-7441050-3438-7441

勝浦病院

☎42-2555　

IP050-3438-7441

勝浦病院勝浦病院

だ よ りだ よ り

勝浦病院

だ よ り

８月の糖尿病教室は次のとおりです。（いずれも火曜日）

場　所　勝浦病院 ２階 多目的室
時　間　午後２時30分から
            １時間程度
費　用　無料です。
その他　申込みは不要で自由参加
　　　　です。お気軽にどうぞ。

日
２日
９日
16日
23日

担  当
内科医師
栄 養 士
薬 剤 師
看 護 師

内  容
糖尿病について
食事について
薬について
生活と運動について

1 月 健診結果説明会（予約制） 9：00～ 今山ふれあい交流館 7月1日の特定健診受診者

2 火 ふ れ あ い 教 室 9：30～14：00 久 国 集 会 所 エプロン・三角巾
またはタオル乳幼児とその家族

3 水 ふ れ あ い 教 室 9：30～14：00 星 谷 集 会 所 エプロン・三角巾
またはタオル乳幼児とその家族

4 木 ふ れ あ い 教 室 9：30～14：00 石 原 集 会 所 エプロン・三角巾
またはタオル乳幼児とその家族

5 金 ふ れ あ い 教 室 9：30～14：00 今山ふれあい交流館 エプロン・三角巾
またはタオル乳幼児とその家族

認 知 症 予 防 教 室 10：30～11：30 住民福祉センター 参加費500円住民

8 月 ふ れ あ い 教 室 9：30～14：00 沼江コミュニティ
セ ン タ ー

エプロン・三角巾
またはタオル乳幼児とその家族

19 金 ふ れ あ い 教 室 9：30～14：00 中 山 集 会 所 エプロン・三角巾
またはタオル乳幼児とその家族

20 土 男 の 料 理 教 室 9：30～ 住民福祉センター エプロン・三角巾会員

21 日 ふ れ あ い 教 室 9：30～14：00 山 西 集 会 所 エプロン・三角巾
またはタオル乳幼児とその家族

22 月 ふ れ あ い 教 室 9：30～14：00 中 角 集 会 所 エプロン・三角巾
またはタオル乳幼児とその家族

30 火 ふ れ あ い 教 室 9：30～14：00 勝 浦 会 館 エプロン・三角巾
またはタオル乳幼児とその家族

23 火 健 康 相 談 13：30～14：30 横 瀬 集 会 所 健康手帳住民

介護予防運動教室 10：30～12：00 住民福祉センター 参加費500円住民

ふ れ あ い 教 室 9：30～14：00 生名センター エプロン・三角巾
またはタオル乳幼児とその家族

24 水 健 康 相 談 10：00～11：00 勝 浦 会 館 健康手帳住民

9 火 健診結果説明会（予約制） 9：00～ 婦 人 の 家 7月7日の特定健診受診者

10 水
健診結果説明会（予約制） 9：00～ 農 村 環 境 改 善

セ ン タ ー
7月8日の特定健診
受診者

17 水 健診結果説明会（予約制） 9：00～ 農村環境改善
セ ン タ ー

7月14日の特定健診
受診者

が ん 検 診
骨粗鬆症検診 9：00～11：00

が ん 検 診
子宮がん検診
骨粗鬆症検診

13：00～14：00

農村環境改善
セ ン タ ー

問診票　　
・乳腺・甲状腺
は予約制です。

・申込をされた
方には、問診
票を送付しま
す。　

【乳腺・甲状腺検診】　
40歳以上の女性
【子宮がん検診】
20歳以上の女性
【骨粗鬆症検診】
40歳・45歳・50歳・55歳・
60歳・65歳・70歳の女性

骨
粗
鬆
症
検
診

婦
人
が
ん
検
診

乳 児 健 康 診 査 13：30～14：00 農村環境改善
セ ン タ ー 母子健康手帳平成23年1月1日～

5月31日生まれの子26 金

25 木

みんなの健康

詳細については、お問い合わせください。

　右のとおり勝浦病院の臨時
職員を募集しますので、希望
の方は履歴書（市販のもの）
を添えて申し込みください。

正・准看護師
若干名
２交替制

職　　種
募集人員
勤務体系

看護助手
若干名
交替制

勝浦病院臨時職員募集勝浦病院臨時職員募集



　予防接種法で定められた定期の予防接種の対象年齢　　　を示しましたが、病気にかかりやすい時期を

考慮して　　　の期間での接種が勧められていますので、できるだけこの期間の早い時期に受けましょう。

　↓は好ましい接種時期を示しています。

（注）：接種期間の起点
日は接種した日
の翌日です。

自殺予防啓発講演会について

　日本脳炎は、日本脳炎ウイルスを持つ蚊にさされること
によって起こる感染症です。
　予防接種法で、発生及びまん延を予防するために、現在、
日本脳炎定期接種として、第１期初回２回、１期追加１回、
第２期１回（４回接種）接種で行っています。

　5月から7月のがん検診を受診していない方を対象に、がん検診を次の
とおり実施します。受診を希望される方は、検診日の10日前までに役場
福祉課　保健師までお申込ください。後日、問診票をお送りします。

　また、平成23年５月20日から予防接種法が改正され、積極的勧奨の差し控えにより接種の
できていない平成７年６月１日から平成19年４月１日に生まれた者で20歳未満にある者は、
接種が可能となり、対象者には７月21日付個人通知でお知らせをしています。
　母子手帳を確認の上、定期接種内で速やかに終了しましょう。

　※日本脳炎の３期は、平成17年７月29日から廃止になっています。
　廃止につきましては、平成18年６月かつうら広報や平成17年８月１日予診票の差し替え案
内時等でお知らせしましたが、もし、お手元に日本脳炎第３期の予防接種予診票をお持ちの方
は、使用できませんので間違い防止のため廃棄処分をお願いします。接種をされる場合は、任
意接種で6,500円を医療機関窓口へお支払いください。

日本脳炎

６日から28日（１〜４週間）までの間隔をおいて初回接種（２回）を行い、
終了後から概ね１年で追加接種を行いします。

19
歳

18
歳

17
歳

16
歳

15
歳

14
歳

13
歳

12
歳

11
歳

10
歳

９
歳

８
歳

７
歳

６
歳

５
歳

４
歳

３
歳

２
歳

１
歳

９
ヵ
月

６
ヵ
月

３
ヵ
月

↓↓↓ ↓

胃 が ん 1,000円 バリウムによる胃透視
種　類 検診料 検査内容 注意事項

結 核 ・ 肺 が ん
400円 レントゲン撮影
1,000円 レントゲン撮影と喀痰検査

大 腸 が ん 500円 2日間の便の潜血反応を判定
肝 炎 ウ ィ ル ス 700円 血液検査
前 立 腺 が ん 700円 血液検査
乳 腺 ・ 甲 状 腺 1,500円 乳房Ｘ線検査2方向
骨 粗 鬆 症 700円 橈骨Ｘ線撮影による骨塩量測定

■検診場所：総合健診センター（徳島市蔵本町）
■検診日時：9月3日㈯・10月1日㈯・11月5日㈯　午前8時30分～11時
■申　込　先： 福祉課  保健師　☎（42）1502　IP 050（3438）7148
■検診内容（対象者：満40歳以上の方）

※検診料は、生活保護世帯の方、
町民税非課税世帯の方及び満
70歳以上の方は無料です。
※乳腺･甲状腺検診については、
前年度受診された方は受ける
ことができません。
※肝炎ウイルス健診は、今まで
に受診したことのある方は受
けることができません。

※婦人がん検診及び骨粗鬆症検診は、8月25日に農村環境改善センターで実施します。

・問い合わせ　福祉課  保健師　（42）1502　IP⑫050（3438）7148

日本脳炎予防接種について日本脳炎予防接種について日本脳炎予防接種について日本脳炎予防接種について日本脳炎予防接種について

17
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かたりあうページ

❋
　

僕
は
小
学
校
六
年
生
ま
で
福
岡
県
に
住
ん

で
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
僕
が
体
験
し
た
こ

と
で
す
。
五
年
生
の
こ
ろ
、
僕
の
友
だ
ち
の

Ａ
君
が
、
同
級
生
の
Ｋ
君
の
靴
を
隠
し
た
り
、

か
ら
か
っ
た
り
し
て
い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り

ま
し
た
。
最
初
は
僕
も
あ
ま
り
気
に
し
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
が
、Ｋ
君
の
こ
と
を
﹁
な
ん

だ
か
か
わ
い
そ
う
﹂
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

あ
る
日
僕
は
勇
気
を
だ
し
て
先
生
に
﹁
Ｋ

君
が
い
じ
め
に
あ
っ
て
い
ま
す
﹂
と
報
告
し

ま
し
た
。
初
め
先
生
は
、﹁
じ
ゃ
れ
合
っ
て

い
る
だ
け
だ
ろ
う
﹂
と
、﹁
い
じ
め
﹂
と
は

思
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
そ
の
後

﹁
い
じ
め
﹂
と
分
か
り
、Ａ
君
は
、
先
生
に
注

意
さ
れ
、
そ
の
日
一
日
は
反
省
し
た
様
子
で

過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
次
の
日
学

校
に
行
く
と
、
い
じ
め
は
前
以
上
に
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
て
い
て
、
蹴
っ
た
り
た
た
い
た
り

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
も
、﹁
死
ね
﹂

﹁
う
ざ
い
﹂﹁
消
え
ろ
﹂
な
ど
の
言
葉
が
飛
び

交
う
よ
う
に
な
り
、
そ
ん
な
日
々
が
続
き
ま

し
た
。

　

そ
れ
は
六
年
生
に
な
っ
て
も
続
き
ま
し
た
。

僕
は
そ
の
い
じ
め
を
止
め
る
こ
と
が
で
き
ず
、

毎
日
、
見
て
見
ぬ
振
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

今
思
う
と
、
自
分
が
と
て
も
恥
ず
か
し
い
で

す
。
本
当
の
友
達
な
ら
止
め
る
べ
き
な
の
に
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
い
じ
め
ら
れ
て
い
る

Ｋ
君
に
声
一
つ
か
け
る
こ
と
が
で
き
ず
に
い

ま
し
た
。
心
の
中
で
は
Ａ
君
に
、﹁
や
め
ろ
よ
﹂

と
言
お
う
と
思
っ
て
い
た
け
ど
、
な
ぜ
か
、

勇
気
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。
次
に
い
じ
め
ら

れ
る
の
が
自
分
に
な
る
の
が
恐
く
て
、
言
え

な
か
っ
た
の
で
す
。

　

そ
ん
な
日
々
が
続
く
中
、
僕
の
気
持
ち
を

大
き
く
変
え
る
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
父

の
死
で
す
。
そ
の
と
き
の
こ
と
は
、
今
で
も

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
聞
い
た
と
き

に
は
頭
の
中
が
真
っ
白
に
な
り
ま
し
た
。
最

初
は
信
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

一
週
間
も
二
週
間
も
学
校
に
行
け
ず
、
た
だ
、

ぼ
ー
っ
と
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な

こ
と
を
考
え
、
徐
々
に
、﹁
死
﹂
と
い
う
も

の
の
悲
し
さ
、
つ
ら
さ
、﹁
死
﹂
と
い
う
意

味
の
重
さ
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、

時
間
は
か
か
り
ま
し
た
が
、﹁
命
は
一
瞬
に

し
て
消
え
、
二
度
と
戻
っ
て
こ
な
い
も
の
だ
。

だ
か
ら
命
を
大
切
に
、
今
を
大
切
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
﹂
と
深
く
受
け
止
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

周
り
の
子
た
ち
は
、
僕
の
よ
う
な
経
験
が
な

い
か
ら
、﹁
死
ね
﹂
と
か
、
軽
々
し
く
言
え

る
の
だ
ろ
う
と
思
い
、
こ
の
気
持
ち
を
伝
え

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
ま
し
た
。
僕
が

強
く
な
ら
な
く
て
は
と
思
い
ま
し
た
。

　

こ
ん
な
気
持
ち
に
な
っ
た
と
き
、
僕
に
は

時
間
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
母
の
実
家
が

あ
る
徳
島
へ
の
引
っ
越
し
が
一
週
間
後
に
決

ま
っ
て
い
た
の
で
す
。
落
ち
込
ん
で
い
る
暇

は
無
い
と
思
い
、
学
校
に
行
っ
た
僕
は
Ａ
君

に
言
い
ま
し
た
。﹁
い
じ
め
な
ん
か
や
め
ろ
よ
。

い
じ
め
た
っ
て
喜
ぶ
人
は
い
な
い
し
、
悲
し

む
人
が
い
る
だ
け
だ
ろ
。
自
分
だ
っ
て
ほ
ん

と
は
嫌
だ
ろ
。﹃
死
ね
﹄
と
か
﹃
消
え
ろ
﹄

と
か
言
葉
の
重
さ
を
知
ら
な
い
の
に
、
言
う

な
よ
﹂
と
言
い
ま
し
た
。
父
親
の
突
然
の
死
、

そ
の
あ
と
僕
が
考
え
た
こ
と
も
伝
え
ま
し
た
。

　

友
だ
ち
は
、
黙
っ
て
聞
い
て
く
れ
ま
し
た
。

僕
の
言
葉
に
う
な
ず
い
て
、
そ
の
あ
と
、Ｋ

君
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、﹁
ご
め
ん
。
言
葉
の

重
さ
も
知
ら
ず
に
言
っ
て
、
本
当
に
ご
め
ん
。

ぜ
っ
た
い
に
死
ね
な
ん
て
こ
と
は
言
わ
な
い
。

そ
し
て
、
い
じ
め
は
絶
対
に
し
な
い
。
ほ
ん

と
う
に
ご
め
ん
﹂
と
あ
や
ま
り
ま
し
た
。Ｋ

君
は
と
て
も
優
し
い
笑
顔
で
﹁
い
い
よ
﹂
と

一
言
言
い
ま
し
た
。
僕
も
、Ｋ
君
に
言
い
ま

し
た
。

﹁
今
ま
で
助
け
て
あ
げ
ら
れ
な
く
て
ご
め

ん
。﹂

Ｋ
君
は
笑
顔
で
、﹁
あ
り
が
と
う
﹂
と
言
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
今
ま
で
自
分
の
中
で
も
や

も
や
し
て
い
た
気
持
ち
が
、
ス
ー
っ
と
晴
れ

ま
し
た
。

　

今
も
時
々
耳
に
す
る
暴
言
。
冗
談
半
分
で

言
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

い
つ
、
い
じ
め
に
つ
な
が
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
。
他
人
を
傷
つ
け
る
こ
と
で
自
分
の
ス
ト

レ
ス
を
晴
ら
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

関
係
な
い
ふ
り
を
し
よ
う
と
す
る
自
分
が
い

ま
す
。
楽
な
考
え
方
を
す
る
自
分
が
い
ま
す
。

そ
ん
な
時
、
亡
く
な
っ
た
父
の
顔
や
、Ｋ
君

の
優
し
い
笑
顔
を
思
い
出
し
ま
す
。
あ
の
時

の
自
分
の
よ
う
に
強
い
気
持
ち
を
持
と
う
。

﹁
や
め
ろ
よ
﹂
と
一
言
言
う
。
す
る
と
、
ま

た
気
持
ち
が
ス
ー
っ
と
し
て
き
ま
し
た
。

　

父
の
分
も
頑
張
っ
て
生
き
抜
こ
う
と
決
め

た
僕
に
と
っ
て
、
正
し
い
こ
と
を
素
直
に
認

め
、
悪
い
こ
と
を
否
定
で
き
る
強
い
意
志
を

持
つ
こ
と
が
目
標
で
す
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、

命
を
大
切
に
、
今
を
大
切
に
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
主
催

第
30
回　

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

法
務
事
務
次
官
賞

徳
島
県
・
三
好
市
立
池
田
中
学
校　

三
年

浦
谷　

毅
さ
ん
の
作
品

い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に
、今

い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に
、今

い
じ
め
を
な
く
す
た
め
に
、今
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❊  行 事  ❊

休館日県立図書館協力巡回日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31

・写真展ではうちの自慢の
ペットの写真を募集しま
す。８月13日までに図
書館にご持参ください。

・国際協力機構（JICA）の青年海外協力隊員と
してアフリカで活動を終え帰国されました、
柳田博子さん、妹の晴美さんの活動写真を展
示していますので、ぜひご来館ください。

★おはなし会　

　28日㈰ 午後２時から

　場 所　図書館幼児室

※小さなお子様を対象に

した紙芝居の読み聞か

せです。ぜひいらして

下さい。

■  新着図書一部紹介  ■

■  新着ＤＶＤ一部紹介  ■

✮日時　８月12日㈮　　　
✮場所　福祉センター３階
✮講師　松下義和氏・関東誉司氏
✮準備するもの　えんぴつ・絵の具
※画用紙は図書館で用意します。

◎参加希望者は10日までに図書館へ
　お申込みください。

✮日時　８月21日㈰  午前９時～昼頃まで
✮場所　福祉センター３階
✮講師　徳島県建設労働組合勝浦支部
✮準備するもの　かなづち・水筒
　※前日までに図書館にお申し込みください。

龍馬奔る  少年篇        　　　山 本 一 力

棟居刑事の代行人       　　　森 村 誠 一

天上紅蓮       　　　　　　　渡 辺 淳 一

黄泉坂案内人       　　　　　仁 木 英 之

サヴァイヴ       　　　　　　近 藤 史 恵

八月からの手紙       　　　　堂 場 瞬 一

天地明察       　　　　　　　冲 方 　 丁

サトリ  上・下           　ドン・ウィンズロウ

ザ・シークレットＴＥＥＮ　ポール・ハリントン

大震災後の日本経済 　　　　野口悠紀雄

えてこでもわかる笑い飯哲夫訳般若心経
笑い飯哲夫

心を整える。          　　　　長谷部　誠

幸運を引き寄せるキセキの習慣101　花凜

リフォーム倶楽部          　　メディア編

スタイリッシュ＆モダンナチュラルな家　
　　　　ニューハウス編

子どものまんぷくごはん      　コウケンテツ

最後の忠臣蔵

ロビン・フット

ソーシャル・ネットワーク

ファイアー・ストーム

ワンピース  STRONG WORLD

スポンジ・ボブ  剣闘士スポンジ・ボブ

昆虫物語  みつばちハッチ

漫画・ポスター教室漫画・ポスター教室漫画・ポスター教室

❖日時　８月14日㈰～21日㈰
　　　   午前９時30分～午後５時
　　　   ※21日は午前中で終了　
❖場所　図書館２階視聴覚室
　　今年も徳島県化石同好会・勝
浦町化石研究会のご協力により
化石展示会を開催いたします。

化石・写真展

　当日は午後５時で閉館させていただきま
す。ご不便をおかけすると存じますがよろ
しくお願い致します。

８月14日㈰は午後５時まで

コストシレナ・
オオニシイ

白亜紀・立川層産出
二枚貝化石

図書館
だより
★図書館が閉っている時の返却
本は玄関横のブックポストに
入れて下さい。
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古紙の出し方

　ガムテープなどは使わず、 ひもで束ねて出す。

古紙の分け方

①段ボール
　厚手の菓子箱などは大丈夫です。

②新聞紙・折込チラシ
　「広報かつうら」 のようなものは雑誌へ

　新聞紙・折込チラシは一緒にひもで束ねて出す。 

③古本・雑誌・紙
　同じ種類に分ける。 厚い表紙は破って段ボールへ

　ビニール封筒に入った雑誌などは、 ビニール封筒　

　をはずす。 

　ビニール窓のついた封筒はビニールをはずす。

古紙の回収にご協力を!
指定場所と８月・９月の受取日時

ボランティアグループ「勝浦を考える会」

指定場所 

指定場所 

受取日時

受取日時

（中角）勝浦町農村婦人の家敷地内
　　　 リサイクル保管庫
７月31日㈰～８月５日㈮
８月28日㈰～９月２日㈮
午前８時30分～午後５時

（横瀬）勝浦町民体育館裏
　　　 リサイクル保管庫
８月７日㈰～12日㈮
９月４日㈰～９日㈮
午前８時30分～午後５時

※午後５時から午前８時30分まで保管庫を施錠します。 　
　絶対、 保管庫の外に古紙を置かないようにしてください。

出してはいけない物 （禁忌品）  

粘着物

金属

フィルム
や合成樹脂

特殊な薬剤
が 塗 布
さ れ た 紙

その他

粘着テープ、 シール、 ワッペン類、 糊が
多量に使われているもの

金具がついたファイル、 金属クリップ類

フィルム類、 セロハン、 発泡スチロール、 
プラスチック製品、 ビニールコート紙

耐水性段ボール、 紙コップなどのワック
ス加工紙、 酒の紙パック、 写真、 油紙、 
レシートなどの感熱紙、 カーボン紙、 ペ
ットのえさ袋

カセットテープ、 アルバム、 手さげ紐が
ビニールの紙袋、 セメント、 ビニールが
含まれた米袋、 紙以外のもの

【問い合わせ】　住民課　☎(42)1501

　　　　　　　IP ㈹ 050（3438）7148

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地区 設  置  場  所

収集日 地区 備　考

９日㈫ 中山 中 山 集 会 所 前

 ５日㈮
19日㈮

立川・中山

横瀬・坂本

原則第１・３金曜日ただし

祝祭日やお盆は変更してい

ます。ご注意ください。

ペットボトル・白色トレイ収集日程表

20日㈯ 立川 前田さん宅前ごみフェンス横

23日㈫

横瀬

坂本

横 瀬 集 会 所 前

小 倉 さ ん 宅 前 三 さ 路

広 瀬 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

佐野さん宅前ごみフェンス横

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧JA坂本出張所上ごみフェンス横

綿綿100100％古着回収％古着回収のお知らせお知らせ綿100％古着回収のお知らせ

８月18日㈭
午前９時から午後４時まで
勝浦町リサイクルプラザ
（横瀬　速水商店前） 
リサイクルプラザ内の回収用コンテナ
に入れてください。綿100％で無い等、 
不適品は持ち帰っていただきます。

日時

場所

方法

飼い主の都合で飼えなくなった
犬の引き取り日

4日㈭
25日㈭

※登録している犬の場合は印鑑、鑑
札及び下記手数料分の県の収入証
紙をご持参のうえ、申請書類（所有
権放棄書、引取り申請書）を記入し
ていただきます。申請書類は、事前
に勝浦町ホームページからダウン
ロードすることもできます。

犬の引取り手数料

⑴ 生後91日以上⋯2,000円/匹

⑵ 生後91日未満⋯  500円/匹

8月
ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

分別ステーション設置地区は、 毎日出すことができますが、 年末
年始等の連休には集中しないように計画的に出してください。
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今
年
も
、
９
月
１
日
の
﹁
防
災
の
日
﹂

を
含
む
８
月
30
日
か
ら
９
月
５
日
ま
で
の

﹁
防
災
週
間
﹂
中
に
は
、
各
自
治
体
や
地

域
の
自
主
防
災
組
織
等
に
よ
る
各
種
防
災

関
連
行
事
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
災
害
時
に
ど
の
よ
う
に
し
て
身
を
守

る
か
、
避
難
が
必
要
に
な
れ
ば
ど
う
す
れ

ば
い
い
の
か
を
、
家
族
で
話
し
合
っ
て
く

だ
さ
い
。

❶
大
雨
の
時
、台
風
が
接
近
し
て
い
る

　

と
き
は
！　

　

気
象
台
発
表
の
﹁
注
意
報
・
警
報
﹂﹁
土

砂
災
害
警
戒
情
報
﹂

等
に
気
を
付
け
、
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
最

新
の
情
報
を
入
手
し

ま
し
ょ
う
。

❷
災
害
発
生
の
危
険
が
迫
っ
て
き
た
ら

　

危
険
を
感
じ
た
り
、
役
場
等
か
ら
避
難 

指
示
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
慌
て
ず
速
や

か
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

❸
危
険
な
場
所
に
は
近
づ
か
な
い

　

  

雨
で
増
水
し
た
り
小
川
や
側
溝
は
境

界
が
見
え
に
く
く
な
り
、
山
間
部
で
は
山

崩
れ
・
崖
崩
れ
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま

す
の
で
、
外
出
を
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

警
察
官
Ｂ︵
男
性
・
女
性
︶の
採
用
試
験

案
内
受
験
申
込
書
類
を
配
布
し
て
い
ま
す
。

・・
受
験
資
格

昭
和
56
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６
年
４

月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
︵
大
学
卒

は
除
く
︶

・
申
込
期
間　

８
月
15
日
〜
９
月
１
日

・
試
験
日　
　

10
月
16
日
㈰

・
問
い
合
わ
せ　

小
松
島
警
察
署

   

☎
０
８
８
５︵
３
２
︶０
１
１
０

■
経
験
者
講
習

　

８
月
11
日
㈭　

徳
島
北
警
察
署

　

８
月
24
日
㈬　

美
馬
警
察
署

　

９
月
８
日
㈭　

阿
南
警
察
署

　

９
月
22
日
㈭　

徳
島
北
警
察
署

　

初
心
者
講
習
・
年
少
資
格
認
定
講
習
は

あ
り
ま
せ
ん
。

法
要
を
終
え
し
窓
辺
や
梅
雨
深
し

水
光
る
青
磁
の
中
の
ゆ
す
ら
う
め

三
溪　

中 

村 

育 

子

夏
木
立
声
こ
だ
ま
し
て
通
る
か
な

高
原
の
涼
し
き
星
と
コ
ン
サ
ー
ト

横
瀬　

日
下
智
世
子

万
緑
の
山
碧
天
に
風
車
舞
う

洪
水
に
耐
え
て
葦
萱
川
塞
ぎ 

横
瀬　

前 

田 
好 
次

初
孫
の
青
空
高
く
こ
い
の
ぼ
り

田
植
す
み
生
々
伸
び
る
生
が
い
を

棚
野　

北
島
ア
サ
ノ

梅
雨
晴
間
平
和
の
町
の
横
瀬
富
士

喜
楽
の
湯
昔
話
に
花
が
咲
く

生
名　

小 

西 

典 

子

一
匙
で
こ
め
か
み
痛
し
欠
氷

朝
霧
の
中
よ
り
出
で
し
始
発
バ
ス

生
名　

丸 

山 

香 

月

被
災
身
の
思
い
の
切
れ
ぬ
掌
灯
火

復
興
の
か
げ
で
盆
待
つ
母
も
子
も

中
角　

岡
本
ハ
ツ
ヱ

飾
り
あ
る
木
偶
眉
太
し
梅
雨
の
宿

梅
雨
寒
や
波
打
ち
返
す
湖
の
芯

中
角　

東 

山 

正 

五

流
星
の
一
つ
の
星
と
な
り
し
母

梅
雨
明
け
の
風
芳
ば
し
と
開
け
放
ち

沼
江　

豊
平
カ
ズ
子

鮎
狩
り
や
雑
炊
酢
物
フ
ラ
イ
有
り

富
士
裾
野
萬
緑
の
中
バ
ス
の
旅

坂
本　

新 

居 

清 

治

生
業
を
休
ん
で
ま
で
も
鮎
漁
に

薬
王
寺
の
勤
業
声
と
蝉
時
雨

坂
本　

山 

口 

昭 

市

唱
和
し
て
六
根
清
淨
山
開
き

萬
緑
や
鳥
が
黄
の
実
咥
へ
飛
ぶ

坂
本　

新 

居 

雄 

彦

蝉
塚
や
芭
蕉
ゆ
か
り
の
立
石
寺

六
十
年
昔
の
ケ
ル
ン
よ
山
恋
し

坂
本　

仙 

才 

良 

子

萬
緑
の
祖
谷
路
を
独
り
歩
き
け
り

ひ
ま
わ
り
が
好
き
と
つ
ぶ
や
く
君
が
好
き

坂
本　

坂 

本 

郵 

子

山
開
き
目
ざ
す
は
槍
の
頂
上
へ

萬
緑
の
中
ひ
と
筋
の
瀑
布
か
な

坂
本　

新 

居 　

 

晋

雨
垂
れ
に
負
け
し
か
蝉
の
声
も
無
し

前
線
の
近
づ
き
萬
緑
騒
ぎ
初
む

中
角　

東 

山 

正 

五

鮎
祭
り
老
も
若
き
も
は
し
ゃ
ぐ
顔

ひ
ま
わ
り
や
見
渡
す
限
り
笑
顔
な
り

坂
本　

新 
居 

和 

子

　

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

　

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制
で
は
な
く
、

町
民
だ
れ
で
も
随
意
に
投
句
で
き
ま
す
。
ま
た

作
品
に
優
劣
や
順
位
を
つ
け
た
り
、
添
削
等
も

一
切
し
ま
せ
ん
。
多
数
投
句
し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
作
品
募
集

８
月
５
日
締
め
切
り　

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先　

横
瀬　

中
田
ヤ
ス
ヱ

９
月
５
日
締
め
切
り　

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先　

棚
野　

竹
田
あ
ゆ
み

あ
な
た
の
防
災
対
策
は

大
丈
夫
？

警
察
官
募
集
！

警
察
官
募
集
！

８
月
・
９
月
中
の
猟
銃
等

講
習
会
開
催
日
程  

小
松
島
警
察
署

か
ら
の

お
知
ら
せ

「
今
こ
そ 

正
義
の
味
方
に
な
る
と
き
」
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平
成
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発
行
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発
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課
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島
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浦
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字
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国
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ペ
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ド
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ス
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印
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鳥
海
印
刷
㈲

(今山)さん瀧 花 秀 樹

(棚野)さん内 谷 三 郎

６月16日〜７月15日

善意ありがとうございました

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。

ありがとうございました。

N
o.4
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平成23年４月16日〜５月15日（敬称略）平成23年４月16日〜５月15日（敬称略）平成23年４月16日〜５月15日（敬称略）

ご結婚おめでとう

大字坂本字久良田 末 和 也
小松島市 清 水絵美
大字生名字大前 谷 端圭輔
大字沼江字車ノ口 田中 安 紀
徳島市 久 米祐貴
大字坂本字中尾 澤 野優希
大字星谷字山下 玉 置 和輝
板野郡松茂町 井 内美 里

世帯数

男 性

女 性

計

2,171戸

2,848人
3,081人

5,929人

出生
死亡
転入
転出

男
男
男
男

１人

４人

５人

７人

女
女
女
女

２人

６人

７人

４人

計
計
計
計

３人

10人
12人
11人

人  口 平成23年６月30日現在

平成23年３月16日〜４月15日（敬称略）平成23年３月16日〜４月15日（敬称略）平成23年６月16日〜７月15日（敬称略）

お悔やみ申します

大字中角字東山 (97歳)船 﨑ツヤ
大字沼江字天川 (73歳)中　達正
大字棚野字西久保 (83歳)内谷照子

大字棚野字高階 (81歳)猪子重敏
大字三溪字日浦 (78歳)山田利德
大字坂本字中谷 (81歳)内谷民子

心配ごと相談 ☎（42）4652
IP 050（3438）8457

交流講座ご案内
☎（42）3305　 IP 050（3438）8631

mail:kaikan@town.katsuura.lg.jp

日時　５日㈮ ・12日㈮・19日㈮ ・26日㈮ 

　　　午後１時～４時30分
場所　勝浦町住民福祉センター１階
内容　人権・行政・厚生・福祉
※相談日以外でも予約は承ります。　 

年 金 相 談

日時　８月13日㈯
　　　午前９時30分～午後４時　 　 

☆年金に関する電話での相談は、 
　「ねんきんダイヤル」 で承ります。 
　☎0570（05）1165 （IP 電話･PHS）03（6700）1165

☆「ねんきん定期便」 に関する電話での相談は、
　「ねんきん定期便専用ダイヤル」 で承ります。
　（「ねんきん特別便」に関するお問い合わせについても

　お受けいたします。） 

　☎0570（058）555 （IP電話･PHS）03（6700）1144

場所  勝浦会館

場 所  徳島南年金事務所
持参物  年金手帳・年金証書等

休日年金相談

日時　毎週月曜日 

　　　午前８時30分～午後７時　 

時間延長年金相談

　近隣地域との交流事業として、今月も各種

講座を次の通り開講いたします。

◎大正琴は初心者コースもあります。

今月はお休み
今月はお休み
７㈰・21㈰
８㈪・22㈪

11㈭・18㈭
26㈮

陶 芸
踊 り
歌 謡
生け花

大正琴

午後 7:30～9:30
午後 2:00～4:00
午後 7:30～9:30
午後 7:30～9:30

㈭ 午後 1:00～3:00
㈮ 午後 7:00～9:00

教室名 実施日 時　間

日 月 火 水 木 金 土

８月 勝浦郡夜間救急当番表

勝浦病院 ☎42-2555 上勝診療所 ☎44-5010
平日：午後６時~翌朝午前９時　休日：午後７時~翌朝午前９時

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30 31


